
基本⽅針

令和7年度⻘年部 部⻑ 東⼭ 直樹

■部⻑所信

私たち⻘年部は、設⽴から今年で38年⽬となります。 改めて私たち⻘年部の⽬的‧主旨は、伊勢の観
光事業の振興及び経済の活性化に繋げることです。 伊勢について、観光についての知識を深め、伊勢
に暮らす者として、伊勢の発展に繋がる⼀助となるため活動しております。 次年度のスローガンは
「地域の未来を切り拓く、チャレンジ」

1. 失敗を恐れず新しいことに挑戦して、未来を切り拓く

2. ⼀⼈ではできないことも⼒を合わせて、チャレンジする

3. きっと私たちにしかできないことがあり、それぞれが活動を通して何かを掴む

8年後の御遷宮へ向けて、お⽊曳き⾏事を始め、伊勢の他団体との協⼒する機会が増えていきます。
先輩諸兄姉から引き継がれてきた「観光事業の振興に繋げる」という協会らしさを継承し、⻘年部ら

しく、若者らしいアイデアで伊勢の未来を引っ張っていくことに挑戦していきます。 そして、私たち
が引き継いできた想いが、次の世代に繋がっていく活動となるよう精進いたします。 そういったチャ
レンジを通して、成功も失敗も助け合いながら、⻘年部でチームとなって楽しんでいきたいと考えて

おります。

■事業指針

‧PR活動 来勢に繋がるPR活動に新しいチャレンジを

‧交流 会員間交流を積極的に⾏い、⻘年部らしいアイデアを交流を通じて創りだす

‧会員拡⼤ 新しい仲間を増やし、⻘年部の次世代に繋がる活動を創りだす

‧次代への継承 引き継がれてきた想いを改めて確認し、次世代に繋げる



委員会活動

伊勢のまち発展委員会

委 員 ⻑ 内藤 匠

副委員⻑ 井上 隆⽂

副委員⻑ ⽥中 聖也

副委員⻑ 堀⼝ 真実

■活動⽅針

⻘年部に関する総務系の業務（活動記録、名簿管理と名刺の作成、グループウェア等）をはじめ、研修視察など

の事業を進めます。活き活きとした事業活動を通し、⻘年部らしく委員会メンバー同⼠が楽しみ、チャレンジして

いくことで、メンバー間の親睦を深め伊勢のまちの発展に役⽴つ活動をしていきます。

■活動内容

①規約に関する事項

②活動記録（事務局と共同）

③⻘年部⽂章等の管理

④名簿の管理と名刺の作成（事務局と共同）

⑤⻘年部⼿帳関連

⑥⻘年部ホームページの管理

⑦ええじゃないか伊勢の作成

⑧グループウェアの管理

⑨役員会の資料管理‧作成

⑩家族例会

⑪研修視察

⑫新年観光交流会

⑬総会‧例会の運営

⑭ナイトタイムエコノミー推進事業（事務局と共同）増版

⑮レンタサイクルの総務的な事業（値段改正、新ステーション開設等）

■担当例会⽉

5⽉（通常総会）、7⽉（家族例会）、9⽉、10⽉（研修視察）、1⽉（新年観光交流会）

■委員⻑所信

このたび伊勢のまち発展委員会の委員⻑を拝命していただいた内藤匠です。私は観光協会に⼊会してからまだ 3年
と短い年数ですが、その短い間にいろいろな経験や体験をさせていただきすごく勉強になりました。この任期に

勉強したことを活かし、様々なことに挑戦していきたいと思います。そして家族例会、研修視察、新年観光交流会

と様々な交流する機会を設け交友関係を築けたらと思っています。



伊勢ＰＲ 委員会

委 員 ⻑ 吉尾 雄介

副委員⻑ 奥⼭ 敬太

副委員⻑ 川⻄ 弘志

副委員⻑ 中野 真嗣

■活動⽅針

令和７年は、第６３回の式年遷宮に向けて⾏われる最初の⾏事が始まり、町全体が盛り上がっていきます。そんな

伊勢の盛り上がりを全国、世界に届けるために、今までとは違った切り⼝でアプローチしていきます。 また、こ
れまでの観光だけの「交流⼈⼝」を、より深く関わる「関係⼈⼝」に発展させ、この地域の未来を、地域外の

⼈々にも想っていただくきっかけづくりを⾏います。

■活動内容

①観光 PR キャラバン（継続事業） 親会や他の⻘年部委員会、伊勢市や他の諸団体と協⼒して、継続している東
京キャラバンにて、情報発信と伊勢の物産品紹介に努めます。また、伊勢に関連した体験型の企画も予定しており

ます。

② 物販事業（継続事業） 観光PRキャラバン事業にて取り扱う物産品等の選定を⾏い、伊勢の魅⼒あふれる物産
品を紹介します。

③レンタサイクル PR 活動事業（継続事業） レンタサイクル『伊勢 MY りん』の認知‧利⽤促進に繋がるPR活動
を⾏います。

④新規事業⽴ち上げ

⑤総会の運営

■担当例会

4⽉、６⽉、11⽉、３⽉（通常総会）

■委員⻑所信

このたび伊勢PR委員会の委員⻑を拝命しました吉尾雄介です。私は千葉県の出⾝で、早いもので伊勢にきて12年
が経ちました。この地域には素晴らしい場所や⾏事があり、それを沢⼭の素敵な⼈々が⽀え、守り、盛り上げて

います。私がこの地で感じてきた特別な想いを胸に、今まで以上に多くの⼈々に伊勢の魅⼒を伝えることが、私た

ちの役割だと考えています。 「地域の未来を切り拓く、チャレンジ」を合⾔葉に、事業を通しての新しい出会い
や、未知との遭遇を、楽しく愉快に活動していきましょう！！



伊勢社中委員会

委 員 ⻑ 菊池 剛⼠

副委員⻑ ⾦津 真奈美

副委員⻑ ⻑瀬 正也

■活動⽅針

⻘年部活動のさらなる充実を⽬指し、オープン例会の開催など様々な事業を実施し、会員拡⼤を⽬指すととも

に、⼊会された新⼊会員がスムーズに活動を⾏えるように当委員会を通じて、新⼊会員の定着及び参加率の向上を

⽬指すことで次代への未来を切り開いていきます。 また、イベント等の出店などの伊勢市の観光推進事業を実施
する。

■活動内容

①オープン例会の開催。

②会員拡⼤事業の実施。

③新⼊会員に対し、円滑な⻘年部活動を⾏えるよう積極的なサポート。

④オリエンテーションの開催。

⑥イベント出店。

■担当例会⽉

8⽉、12⽉、2⽉

■委員⻑所信

令和７年度委員⻑職をお預かりいたします。菊池 剛⼠と申します。委員会名は「伊勢社中委員会」とさせていた
だきました。社中という⾔葉には仲間という意味が込められており、今から159年前坂本⿓⾺が仲間と共に創設し
た「⻲⼭社中」から引⽤いたしました。⻲⼭社中のように仲間を⼤切にし、時には共に悩み、時には⼼からぶつ

かり、時には笑いあいながら志を成し遂げるため前進する。そのような委員会活動を⽬指します。 ここで皆様に
質問です。良い組織とは何でしょう？規模の⼤きい組織なのか、それとも厳格な組織なのか、はたまた資⾦⼒のあ

る組織なのか。答えは志を同じくする仲間がいる組織だと私は思います。そのような組織はちょっとしたトラブル

で揺らぐことは決してないでしょう。私は本委員会を通じて志を同じくする仲間を集い、決して揺らぐことのない

強い組織を⽬指し「チャレンジ」していきます。



R7年度
（2025/4-2026/3）

三役会
第1火曜

役員会
第2火曜

例会
第4火曜

伊勢のまち
発展委員会

伊勢PR
委員会

伊勢社中
委員会

協会行事
PR事業予定

4月 1日 8日 22日 ◯ 1日 桜開き式

5月 7日
第一水曜

13日 27日 ◯
通常総会

伊勢楽市

6月 3日 10日 24日 ◯ ●親会総会

7月 1日 8日 22日 ◯
家族例会

しめなわ曳
10日伊勢神宮奉納

全国花火大会

8月 5日 12日 26日 ◯ 1日ゆたかで
千人参り

9月 2日 9日 7日
第一月曜

◯ 観光茶会
観光祈願祭（未定）

10月 7日 14日 28日 ◯
研修視察

伊勢まつり
15日神嘗祭

11月 4日 11日 25日 ◯ 伊勢楽市

12月 2日 9日 23日 ◯ 神宮奉納餅つき
31日年越餅贈呈行事

1月 6日 13日 27日 ◯
新年観光交流会

2月 3日 10日 24日 ◯

3月 3日 10日 24日 ◯
通常総会

東京PR
初午大祭

●親会総会


